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合川校区の文化財

こうらさん の

合川校区は、北側に筑後川が流れ、南束の高良山から延びた低台地上に広がっ

ており、この台地上には多くの文化財が残されています。

人々が住み始めたのは令から約7500年前のことで、縄文時代早期頃に束合
あげ いちのうえ

川町の上遺跡や市ノ上の市ノ上北屋敷遺跡などから、土器や石器が出土していま
あさづま

す。その後も、湧き水が豊富な朝妻町から束合川町付近には、縄文時代後期ま

で多くの遺跡が発見されています。
かめかんぼ せっかんぼ ぼち えだみつ

弥生時代には、市ノ上に甕棺墓や石棺墓からなる墓地が広がり、枝光付近には

大規模な集落が営まれていたことが分かっています。
こうぞくきょた＜

市ノ上束屋敷遺跡からは、古墳時代初め頃の豪族居宅と考えられる方形の区
ふくじゅうじ わず

画が発見されています。校区の南束部にある福緊寺古墳群は、合川校区で僅か
りよくようけい どうぞく

に残る古墳の一つで、久留米市内で初めて柳葉形の銅鏃が出土しています。
あすか ちくここくふ

飛鳥～平安時代には古代の役所である筑後国府が謳かれ、筑後国の政治・文化・

交通・軍事などの中心地として栄えました。これまでの発掘調査によって、中心
せいちょう こう旦2

施設である政庁が3度移転したことや、役人の屋敷跡、工房、文字が書かれた土器、
ゆにゅうとうじ き

輸入陶磁器など貴重な資料がたくさん発見されています。

江戸時代に入ると、庄蕊 4
ありまのりふさ

年 (1714)に久留米藩6代藩主有馬則維によって
あさづまやき

朝妻焼窯が開かれています。

合川校区の人々は、筑後川の恵みを受けて生活してきました。しかし、一方で、

たびたび起こる洪水の被害は

深刻でした。人々は、洪水の
なや

際の避難用として家の納屋や
もや とま

母屋などの土間や天井に舟底
もくか か そな

を上にして木架に掛けて備え

ました。

合川小学校に残るあげ舟

は、昭和 28年 (1953)の洪

水時に実際に児童の避難に使

われたもので、校区の人々の

水との戦いを物語る貴重な資

料です。
▲筑後国府跡が広がる枝光付近
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国指定史跡筑後国府跡

令から 1300年ほど前、現在の合川町一帯
おさ せっち

には筑後国を治める役所が設置されました。

それが筑後国府です。昭和 36年 (1961)
けいぞく

から現在まで継続して調査が行われています。

その結果、政治を執り行う中心施設である
うつ

政庁が3回遷り変わったことや、周囲にはさ
こくしかん

まさまな役所、役人の住まいである国司館、

工房などが広がっていたことなどがしだいに

明らかになってきています。

また、中国やイスラム地方からもたらされ
とうじき

た珍しい陶磁器近畿や束海地方で作られた
すずり

土器、文字・記号などが書かれた土器、硯、

鉄製品など様々な種類の貴重な遺物が出土し

ています。これらの品々からは、当時の役人
こうえき

の仕事ぶりや交易の広さがうかがえます。

遺跡の重要性から、平成8年 (1996)に

国の史跡に指定されました。

▲筑後国府跡の脇殿

いちのうえひがしやしきいせき

県指定史跡市ノ上東屋敷遺跡

市民球現の南側に広がる市ノ上台地に

は、縄文時代から江戸時代に至るまで長

▲市ノ上束屋敷邁跡全景

こんせき

い間人々が生活した痕跡が見つかってい

ます。市ノ上束屋敷遺跡では、古墳時代の

初め頃の大きな溝で囲まれた方形の区画
ぎ しき

が発見されました。豪族居館または儀式

を行う瘍所と考えられています。


